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　　　　　　　 第 1 章　緒　　論

　近代医学 の 著 しい 発展 の 中に ， 生化学分野 の 飛躍的 な

推進が あ る が ， 中で も 活 性質 として Vita皿 ineや Her 一

皿 one と並 ん で酵素の 間題 が 大 きく拾頭して 来た ．す な

わ ち，Vita皿 ine や Hormone が 生体組織の 新陳代謝 の

面に於 い て 潤滑油 に た と え られ る と同 時 に，他方酵素

が 生 体 触媒 と して 生体反 応 に於ける潤滑油的存在 と して

取 上 げ られ ，現代の 生化学的反 応 を論ず る に は酵素 を無

視 して は語 り得 な い 現状 に あ る ．こ こ に 於 い て 私 は ， 比

較的古 くか ら研 究 され て い る に もか S わ らず ， 未 だ充分

解明 されて い な い カ タ ラーゼ を 研究対象と して 実験を試

み た．

　 自然界 に 於 い て ， 動植物 の 組織 に ， 遍酸化水素を分

解 す る 能力が あ る 事は ，1811年 ，
Themald に よつ て 発

見 さ れ，1863年 ．
Scheenbein 　eま，総 て の 酵素 に こ の 作

用 が あ る と考え て い た が ， JacobSon，　Bourguelet，及 び

Loewl ）

等 は ，特定 の 酵素 に よ る現象 で あ る 事を報告

し ． 1901年本酵素を カ タ ラ
ー

ゼ （以 下 「カ 」と略） と命
・
名 した （朝長）

日）． 1923年 Warburg は 「カ 」 が 鉄 酵

素 であ る事 を 推定 し， ユ927年 Sumner 及び DounceX ）

が ，そ の 酵 素 を牛 の 肝臓よ り初 め て 結晶状に 取出 し，

1930年 ZeileS｝ 等によ り化学構造 が 究 め られ，鉄ポ ル ン

イ リン 蛋 白体であ る 事が 明 ら か に な つ た ． 以来 ， 本酵

素 に 関す る研 究 は 枚挙に 遑が な い 程で あ るが ， 主 と して

物理化学的性質及び 反応機構に関ず る報告が 多 い、に も

拘 らず ，

一
方 ， 生 理的意義 に 関 して は ，諸説 が 錯綜し

て 未だ決定的な解明が な され て い な い と云 うの が 現状で

あ る ．又 本酵素 が 動植物界 に 広 く分布し ， 特 に 高等動物
の 肝臓 ． 腎臓及び赤 血 球内 に 高濃度 に存在 し， そ の 他

の 臓器組織 に於い て は ， そ れ らに比 し ，

’
極 め て 少い 事

は J．P ．　Greenstein4）
の 定量的実験成績及び 本邦 に 於

い て も ， 馬淵
5
 　浅野

6） 等に報告 が 見 られ る．又 肝臓 と

一血液 との 関係が 古 く よ り注 目 され ，
Burge 　 a ．　NeilP は

そ の 実験結果 よ り 肝臓 が 血 液 「カ 」産生 部位であ る と唱

え た が ，

一
方 ，　Greenstein4＞ が 腫瘍動物 の 実験結果 よ

りそ の 説を否定 し，朝長
5 ）

が 墨 汁 に よ る網 内系嗔塞結果

よ り ， 網内系が そ の 生成に極 め て 密援 な 関係を宥 す る

事を推定 して い る．一
方 ， 「カ 」 の 生 理 的意義 に 関 して

も ， 組織内に 生 じた有笞 な 週酸化水 素 を無害 な 水 と酸素

に分解 し，組織を有害 な 過酸 化水素 よ り 防禦 し， そ の 際
生 じた酸素 を 生体酸化 に 利用 す る とい う説 が古 くか ら

となえ られ て い る とこ ろ で あ る が ， 最近 で は Keilin　a

Hartreeg ＞

江 上 ・村上
1D ｝

等 に よ り更に多 くの oxidase の

水素受容体として仂 く事が解唄せ られ ， 並 理 的意義 も
一

層拡大 さ れ て 来 た ．しかしこ の 事は 肝 「カ 」 に 就 い て は
一

応説明が っ く と し て も，血液 「カ 」 に就 い て は ， そ の

ま S 適用す る事は 困難 な事 が 多い ．赤i血球 「カ 」の 生 埋

的意義に関 して は ， 古 く　Oppenheimer・ユ， が 「カ 」 の

貯臓体であ り． 「カ 」の 乏 しい 組織 に之を供給 す li，と云

う説 を 唱 え ・
Ewaldi2 ）

は ， 酸化 ヘ モ グ ロ ビ ン よ り酸素

の 受授を容易に す る と考え，又 ，Bingoldia） は ，ヘ モ グ

ロ ビ ン を不 可逆的酸化 よ り保護す る 防禦的役割 を持 っ と

唱えて い る が ， い ずれ も仮説の 域に止 ま り ， 実験的裏付

けが ない た め ・現在の とこ ろ，そ の 意嚢は全 く不明と云

わざ る を得ない ．又 ，血液 「カ 」 の 臨 床的観察は 主 と し

て 内科領域 に 於い て 報告 され て お り，特に 肝臓障害 に 於

い て モ の 低下を 認 め た報告が 多い ．一
方 ， 惠性腫瘍 と臓

器 「カ 」 との 関係 は ・ 1910年　Blurnenthal・4）

が 肝癌患

者の 屍 よ り肝組織 「カ 」 活性 度 の 低下す る事 を報告 した

事 に端 を 発 し， 其 の 後 ，
Brahnt5 ）

，
　Rosenthal・6》，　Ma −

gat17’・
Appl ・  皿

’s’・柳沢 ・富永
t’〕

等多数の 報告が こ の

敦 を肯定 し・赤須
2 の

は 子 驪 部 の 組織 「カ 」が 癌性変
化 を起 した 時，正 常時に比 し低下 す る事を認め て い

’
7N．

又 近年 Greenstein ：1）n 〕
が 系統的広範 囲 な 実験結果 よ

り・肝 1カ ．1の 活 性 度 低下 こ そ癌 に於 。悠 駐 著明な酵

素学的変化であ る と結論して い る．本邦 に於 い て も，ユ9
48年 中原，福 岡

23 恥
は 癌侵出液よ り，マ ウ ス 肝 「カ 」 を

低下 せ しめ る毒素 を抽出 し，Toxohormone と命名 し ，
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そ の 後多 数 の 追 試 者 もあ り，後 に 再 び 詳述 し た い ．同様

に 1血液 「カ 」 とヒ トの 悪性腫瘍 と の 関係を検 した 実験に

於 い て も多 くは そ の 低下を認 めて お るが ，又 反対の 報告

も 少 くな い ．婦 人科領域 に 於 い て は ，徳橋
25）

は鉄代謝 と

の 関連 に 於 い て 報告 し ， 花岡
26 ＞

は産生部位 との 関連性 を

説 き，そ の 他蘇
27 ）

等の 報告もあ るが ， い ずれ も母体 の 代

謝 に重点 を置 き考 察を試 み て い る ．私 は ， 我 が 領域に於

い て ， まず ， 妊娠 を 取上 げ ， 主 として 胎盤 を 中 心に母 体

血 「カ 」及 び 胎児血 「カ 」 の 動態 を観察し，併せ て 子宮

癌 患者の 血液 「カ 」 を時間的に追求し考察 して 見た ．す

な わち ， 妊娠を婦人 の 短期間内に 起 る 生理 現象 と して 考

え る時 ， 母体は ， 自ら の生 命と同時 に新生命を 維持成長さ

ぜ る複雜巧妙 な 機構 の 下にお か れ ， し た が っ て そ の 代謝

関係が 多方面に わ た っ て 大 きな 変動 を 及 ぼ す 事は 多言

を 要 しな い とこ ろであ り，　又 妊娠 が 生理 現象 であ る 以

上 ，母体 の 維持 と胎児の 発育が 当然均衡を保 つ て行われ

な ければな らな い ．そ の た め 妊娠 の 最も特有な変化で あ

る胎盤 の 発育が ，　母体 ，　胎児の 両者 の 代謝 に 直接 N 係

が あると考 え る事は 自明 の 理 であ ろ う．等 し く迅 速 な発

育を とげ る とい っ て も癌組織 と胎盤 とでは ， こ sl，こ根本

的 な差異 が 理念的に 考え られ よ う．以 上 の 観点 か ら血 液

「カ 」の 動態を観察し ， 更 に そ れ らを裏付 け る意昧 に 於

い て ，　正 常動物 及 び担 癌動物 に 各種薬物を投与 し， 肝

「カ ユを 測定す る事 に よ り， そ の 生 理 的病的状態 の
一
端

を窺知る
一

助 となり， 併せ て 「カ 」 の 生理的意義の 解明

に 役立 て 得 る事 を希望 し，実験を企 て ， 若干 の 知見 を 得

た の で以 下 こ れ を 報告す る ．

　　　　　 第 2 章 実験材料及び方法

　 第 1節　実験材料

　 第 1 項　母 体 ilL液

　当院の 入 院及 び 外来 の 患者 を研究対象 として 用 い た ．

採 血 法 ：健康人血液 「カ 」値に つ い て の 諸家 の 報告 を見

る と ， 測定法及び 採．血時刻の異な る に従 い ，そ の 値が 様

2t で ， 相 互 の 比較の 困難 な 場合が多 い が，同
一

研究者 の

測定値に於 い て も個体差の 大 きな 事は 本 研 究者の
一

様 に

認 め る とこ ろ で あ る 。又 ， 生理 的動揺に 関 し て も ， 血 液

「カ 」 が代謝と密接な関係 に あ る と考える時 に ， 最 も問

題視 ざ れ る の は ， 食事摂 取 自体 が 何 らか そ の 価 に 変動 を

及 ぼ す の で は な い か とい う こ とで あ ろ う・Burge26）
は 蛋

白質摂取 に よる 「カ 」 の 増加 を認め ，M ・g・tlv等 は飾 蓬

の 増加 を 認 め て い る が ，
Dletrich （1921）は ・摂取後 1

時間半 乃 至 2時間で 「カ 」 が減少す る と云 い ，朝長
S｝

は

若 干減少 の傾向が あ る と唱 えて い る ．進藤
29 ｝は影響な し

と云 い ．山 形
ヨ゜）

は ， 増減
一定せ ず概し て 生 理 的範囲内 に

あ り と報告 して い る が ，い ず れ に して も食後 3 時間以 上

経過すれば先ず食事に よ る 影響を 考慮 し な くて も良 い 様

であ り ， 又 先 人 の 価 もい ずれ もモ の 測定価の 動揺が極め

七僅少 な 事を 認めて い る ．そ の た め私 は ，早朝空腹時 を

えらび ， 止むを得な い 場合は ，食後 3 時間 以 ⊥ 経過 し

た，食事 に よ る影響 の 極め て 少 い 時を え らび採 血 した．

又 同
一・t

人 よ り反 復採 血 す る時 は ，出来 る だ け同
一時刻 ，

同
一一・

条件に よ っ て 行 っ た ．

　採血法は ， 患者の 正 中静脈 か ら完全に 乾燥 し た 5cc の

注 射器 を 用い 採 血 し，採取直後 ，完全 に乾燥 し た 小試験

管 に 注 入 し ， 直ち に実験に 供 し た．

　第 2項　胎児血 液

　人工 妊娠 i卜絶，流早産 ， 及 び IE常分娩 を し た直後の 胎

児側臍帯 か ら流出し た 血液 を，完全に 乾燥 し た 小 試験管

に 受 け，直ち に 実験 に 供 した ．尚 ， 妊娠早期の 場合及び

臍帯 血 採取 の 困難 な場合は ，後 に述 ぺ る方法で ， 胎盤絨

毛組織 中に 含有 して い る血 液 を用 い た ．

　第 3項　胎盤組織

　新鮮 な人 胎盤 を ， 辺縁よ り数 om ほど内側 の 部分を切取

り， 卵膜及び 血 管 を除 き，絨 毛 組織 を材料 と して 用 い

た ．

　第 4 項　血漿

　先 に 採取 した 小 試験管 よ り約 3CCを遠沈分離 し，そ の

上 清 1ccを 用 い た ．

　 第 2 節　実験 方 法

　現在行 われて い る 「カ 」の 測定法は ， 次 の 二 法 に 大 き

く分類される．

　1）　 「カ」 を
一

定量 の 過酸化水素に作用 さ せ て こ れ を

分解せ しめ ，一・・
定時間後に尚残留 して い る過酸化水素 を

過 マ ン ガ ン 酸 カ リ
’M ！1）”30 ，又 は ， 沃度 カ リ液 を加 えて

滴定 す る法
s5 ］．

　2）　 1カ 」 の 作用 に よ り，一定 時 間後 に 過酸化水素 か

ら分解発生 した酸素量を測定する 法
3fi）．或は ポ ーヲ ロ グ

ラ ン に よ る 足量 法
3η ．

　 こ の う ち，現在最も普通 に行 わ れ て い るの は 前者 の 滴

定法で あ り ， 操作 の 簡単 な事に よ り多 くの 研究者 に よ り

採用 さ れ て い る．

　第 1 項　血 液 カ タ ラ ーゼ 測定法

　私は ，
Euler 　 a．　 Josephson31） の 過マ ン ガ ン 酸 カ リ滴

定法 を基 と し ， 尚 ， 斎藤
鋤

の 血 液 「カ 」微量測定法を 参

考 と して 実施した 。す な わち ， 先 の 小試験管か ら Sahli

用 ピ ペ ッ トで 正 確 に20mm3 採 血 し， ピ ペ ッ トの 外面 ｝こ

N 工工
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卜

附着して い る血液を ガ
ーゼ でぬ ぐい 去 り， あ ら か じめ

　0℃ に 冷却 して お い た0．01％酒精加蒸留水 2。Occに しず

か に 吹入 後，　同液で数 圓 ピ ペ ッ ト内を洗滌 し ， 完 全 に

溶 血 せ し め る．こ の 溶液 1．Occをあらか ・じめ 0℃ に冷却

して お い た 0．0ユN 過酸化水素力110．1M 燐酸緩衡液 （ph　6

，．8）50ccに 速 か に加 え混 和 す る ．混和直後及 び一
寔 時間

後 ， 反応液 5。Occを と り 2N 硫酸 15。cを入 れ た フ ラ ス コ

内に注加し，反応を停 ！b．tlしめ ， 残存して い る過酸化水

素 を 0．005N 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ液で滴定す る ．尚 ， 測定

前 に は 毎 回 ，2N 流酸 15ccに ， 先 のD．01N 過酸化水素加

O．1M 燐酸緩衝液 5。Occを加 え， 過マ ン ガ ン 酸 カ リ液で

測 定 し，滴定量 が 5CC内外であ る事を確 か め ， そ の 価が

著る し く減少 して い る時は ， 適宜30％過酸化水素液を 加

え ， 適定量 を 5．0± 0．3ccに補正 した．

　 私 は ， 2 分，4 分， 6分，及び 8 分の 各 値 よ り Euler−

JosephsonSi｝ の 式 に よ り 「カ 」活性価を求め ， 各値 の 平

均 値で表わ した ．

　 第 2 項　胎盤組織 「カ 」 測定法

　 胎盤絨毛組織 を，　0．1％酒精加蒸留水で数回 洗滌後，

吸 墨 紙で 充分水分 を 除去後 ， そ の 300  を Potter−EI−

vehjem の Ho 皿 ogeneizer に 入 れ ， あ らか じめ
’
0℃ に冷

却 して お い た 0．01％酒精加蒸留水1Gcc を 加え ， 且 omo ・

窮enei2er を約 3 分閲回転 して ， 完全に磨碎，均質化 し た

被検液 LOcc よ り前記方 法で 「カ 」 活性 価 を 測定 した ．

　 第 3 項 　胎盤 含 有血 液 「カ 」測定法

　 血液含有量の 出来 る だけ 豊富 な 絨毛組織部分の 約 19

よ り ， 外面 に 附着 し て い る血液分を ガ
ー

ゼ で ぬ ぐい 去

り．前記方法で Ho 皿 ogenate を作 り，30分，30DO回遠

沈後．ガ
ーゼ で濾遍 し た濾液 1．Occよ り 「カ 」活性備を

：測定した ．

　尚 ， 実験動物肝 「カ 」活性価測定法 は，ee　4 章第 1 節
r｝C於 い て 述 べ る．

　第 疂項　Hb の 測定法

　生体内の 血液 「カ 」を論ず る 時 ， 先ず血液内 に お ける

分布状態の 検討をせ ねぱな らな い が ，Senter40），Stern，
Batte11i41），Kr 廿ger39

〕，越智等は ， 大部分が そ の 赤 血 球中

に存在 す る事 を 認めて お り， 血 漿又 は 血 清 中には Be−

cht43 ）
　，　Oppenheimerli〕 越智

4z ）
の 如 くそ の 存在 を 否 定 す

る もの と，Halleny44｝
黒川

蚓
， 滝沢

4s ，，前出
‘7＞

等 の 如 く

極 め て微量であ るが ， そ の 存在を 肯定 す る もの とが あ る

が ， い ずれに して も特別の 場合以外先ず赤 血 球内の 「カ 」

を論ずれ ば足 り る と思わ れ る．朝 長，徳橋 は ， 多数の

測定価 よ り血 液 「カ 」 価 は 赤血 球数 ，
ヘ マ トク リ ッ ト

価 ， 血色素量 の い ず れ と も正 の 相関関係 を 示 し，特 に鉄

の 代謝関係 との 関連を考える 時，当然 血 色 素量 とは 最 も

大 きな 正 の相関関係が あ る事 が 認 め られ て い る．そ の た

め ， 貧1血が 病状 の 経過に伴な い 動揺す る時 ， 「カ 」の 変

動が独立 した疾患に特有 な もの か否か を決定す る た め に

は ， 血 液の 血 色素量で ， 「カ 」価 を除 した 価が云 々 され

る べ きで ， 単に血 液 「カ 」の み論ず る時は 貧1血の 随伴現

象である危険性 が 大 き い ，こ の 観点か ら，ll血液 「カ 」 の

測定 と同程度 に 正 確zath色素量 を求め る 必要が痛感 され

る．す な わ ち ， 血 色素測定法には従来 か ら ， Sahli法が

広 く採用され て お っ た が，こ の 方法には ，主観的 な 要素

が 多 く，した が っ て 誤差も可成 り大きい ．最も正 確 な方

法は ，
Van 　Slyke 検圧計を用い て 血液 の 酸素結合能 ，

又 は一
酸化炭紊抱合能を測定 し，或は 血液の 鉄含有量を

測定 して， こ れ よ り血 色素量 を 算出す る方 法で あ ろ う

が ， 操作も煩雑で実際に 応用 し難 い 点も多い ．私 は ， こ

れ に 次 い で正 確であ ろ うと思わ れ る，シ ア ン メ トヘ モ グ

ロ ビ ン 法
48
  及 ，

ベ ン チ ヂ ン 法
49 ）5°｝

に よ る 光電比色法 を

用 い 次 の 如 く実施した．

　 i） 蒸留水 1000cc中に 0．3g フ エ リシ ア ン 化 カ リウム

及 び 0。1g シ ァ ン 化 ナ ト リウ ム を 溶 か した 希釈液 6．Occ

中 え，　Sahli 用 ピ ペ ッ トで 先 の 小試験管 よ り正確 に 2e

MM3 採 血 し静か に吹入後 ， 同 液で数回 ピ ペ ッ ト内を洗

滌 ．2分間放置 して 完全溶 i血せ しめ る．Beckman 光電

比 色計 に て 波 長 545m μ に 合わせ ， 希釈液を 盲検 と して

100％の 目盛 に合わ せ て被検液の 透過率 を求 め ， 検昂曲

線に よ りJl旺色素濃度 を 求 め る．尚，1691dlを sahli　loo

％ と して 計算した ．

　 ii）胎盤含宥血 液 の 場合 は ， 先の濾液を 正確に 25倍 に

希釈 し ， 希釈液 LOcc に 2 ％ベ
ン チ ヂ ン 加20％酢酸液 2

．Occ及び L5 ％過酸化水素液 1．Occ注加 ，1 時間室温 放

置後 ， 更 に 20％ 酢酸液 を加 え ， 全量 100ccと し30分放置

後 ． 蒸留水を同様操作 した溶液を盲検 として ， 光電比色

計 に よ り波長 490m μ に合わ せ ， 被検液 の 透過率 を求

め ，検量曲線 よ り血 色素濃度 を求め ， こ の 価 を25倍 して

原液 の 血色素量 と した ．

　第 5項　計算法

　過酸化水素 の 分解 は ，一
次反応であるから， 速度恒 数

は 次式 に よ り計算 され る ．

C ＝ ÷ 1。翫 音一 ・…・… （1）

　C ：速 度垣数

　 t ：分解時間 （単位分）

　A ：分解時間 0分に 於 け る過マ ン ガ ン 酸 カ リ液滴定 量
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　 B ： t 分後の 過マ ン ガ ン 酸 カ リ滴定量

　 1
一
力 」 係数 は 次 の 如 く定義 さ れ る ．

　 Cat．　a。＝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C
反応液 50cc中の 新鮮組織量 （9 ）又 は新鮮血液量 （cc）

　∫肛液 7カ 」 1血色素係数 は 次式に よ り計算 さ れ る．

　 　 　 　 　 　 　 　 Cat．　 a．
Hb

　
L
　
Cat・a ・＝ Hb （i豸ア× 10e

　　　　　　第 3 章 妊娠 と血 液 「力 」

　第 1 節　妊娠各月 に於 ける 血液 「カ 」

　 実験成績

　対照群 と して ， 当附属病院看護学校生徒 ， 並 に軽症で

当科外来を 訪れた 健康非 妊 婦 を用 い ， 月経時 を避 け て 採

血 し ，血 液 「カ 」 価 及 び ，．ifil．色素 「カ 」係数 を測 定 し，

第 1 表の 如 き成績を得た．

第 2 表 　妊娠 2 ヵ 月

No ．

L234

平 　 均

・・ （・ ） ・・ t・・ a・ 1… C ・…

77　　 　　 　 20．4
　 ＿ 1＿
8
・
97
‘
7

15．718

．G

26，52e

．122

．8

llコー 一 一
19．8 　　「　　24．4

第 1 表 　対 照 群 血 液
「
カ．一及 び 血 色 素 ［カ 」 係 数

No．

1

・・ （％） ・・t…

　 　 　 　 　 　 18．5　 7279

20．5

Hb 　L　 Cat，　 a ．

Zo ．7

18．5　　　123，5±1．35

第 3 表　妊娠 3 ヵ 月

… i・ ・ （・ ） C ・… a・ 1・・… C・ … a ・．

ユ　　　　　 79

2　　　　　 73

34

23

8774 2j
：翌．

16．7

　 5

　 6

コL「t・　 蝕「

87

456

8789

属
　 　 9

909598

77898

／

8］

　 　 　 　 　 　 19．o］5．0

上5．319

．22

［｝．7

21．o

22，42n

．6

／8．1Ze
’．L2

亅．1

22．1z6

．9

25．925
．222

．625

．723

．1

1G

　　ili− ll考
一

齋
一

［・3．・蔀 81

20．125
．4

− 1

21．5

85 20，1 23．6

20．4 　　123．9十 〇，6・IL

No ，

　 第 4 表 　如…娠 4 ヵ 月

Hb 　（％ ）　　　Cat．　a．　　 1工b　I．　Cat．　a ．

1　 1
／r

　2
／

　 　 3

平 　 均 8〔i

一
τ

757

」

85

19，414

．816

、7

79

5 77

］8．619

．3
丶f　 均 77 17．8

2Li．92G

、819

．62Lt

．5
　ttt　　，，　じ　　 　

25、1　　 1

23丕琶i．21i

　す な わ ち ，血液 「カ ．
II

価 は 最高22．4最低16．7平均 20．4

、irIl色素 「カ ーi係数最高25．9最低 20．1平均23．9±：0．64であ

り ， 私の 成績も．先入 の 成績同様か なりの 個体羔が認め

られた ．

　次に 妊娠各月に 於け る 「虹液 「カ 」価 ， 及 び 血 色素「カー

係数を 測定 し た 結果，　第 2〜10表及 び第 1 図に示す如

く，　妊娠 2 ヵ 月血 液 「カ 」　価最高20．4最 低 15．7平均 18

、5血 色素 「カ 」係数最高26。5最低 20。1平均 23．5± 1．3「
o 妊

娠 3 カ 月 血 液 「カ 」 価最高22．5最低 15．0平均 工9．0血色素

「カ 」係数最 高26．9最低 19．orp均 23 ．4士 1。28妊娠 4 カ 月 血

液 「カ 」 価 最高19．4最低 14．8平均 ユT。8dir．色素 「カ 」係数

最高25．9最低 19．6平均23．O± 1。21 ， 妊 娠 5 ヵ 月 血 液 「カ 」

佃］了最高18。1最 低 14．8平均16．9」血エ色素 　「カ ＿　係数最高 24．8

最低20．6平均22．7± 0，75妊娠 6 カ 月」血液
「
カ 」価最高 19

。2最低 15．4平均 17。O血 色素 1
．
カ 」　係数最高 25．2最低 20

．2平均 22。4± 0．77， 妊 娠 丁ヵ 月 血液 「カ 」　価最高18．9

最低12．4平均16．2血 色素 「カ 」係数最高24．9最低18．2平

第 5 表 　妊 塚辰5 ヵ 月

・州 工三b
鯉

・・…

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．15。b　1　　　　　 γ4
　 　　 l＿t＿．
　 　 231FD 76P

乙
冖』

3冖ー
一
’

7ー．
河

18．o14

．818

．1

「
三　 均

］ア，616

，9

Hb 　I．　Cat．　a ．

2ユ．o23

．720

．624

．8
　　　　E
22．9　 　

1

22．7十 〇，75　・

第 6 表 　妊 娠 6 ヵ 月

i … ki， （刻 ・・… a ・ ［… C ・t”・ ・
ト

　 　 　 　 　 661”
2
−一一

　　74

3 76

45 7486

∴淘 lll

　 　 　 　 　 　 2／5．21b壷
　 　 　 　 　 　 22．216．418

．215

，4

23，920

．8

19．2 　　 　　 　22，3

］6：τ コニ 瓦L
17．O　　　　」22．4：ヒ0．77　、．
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第 7表 　妊娠 7 ヵ 月

HbLC ・t’・

、1
　 　 23 ．0

第 1 図 各 妊 娠 月 数 に 於 け る 血 液 「力 価 血 色 素 係数

No ．

／

234

平 　 均

　 　 　 　 1
Hb （％ ）I　 Cat・a ・

　 　 　 　 　 　 17．7　
．1776696872

．5

18．915

，7

］2、416

．2

24．922

．818

．222

．2：」：ユ，43

Hbic．a　

　1
　1300

EO．5

第 8 表　妊 娠 8 ヵ 月
10．Ll一

・ ・ 1・・ （・ ）1・・…

1　 辞 lllil
Hb 　I．　Cat．　 a ．

16．817

，4
o

1 ： iill

76
一

］6．o 21．1

o …　雫 コ値

345

平 　 均

｝−
St4727514．114

．514

．5

22，020

．119

．5±1．02

第 9 表 　妊竭辰 9 ヵ 月

扇 1 ・ … ） ・・t・・ a・ t7b・ C…

二
　 　 　 　 　 　 23．316．8

ii≡
…

・ i
　 　 　

，
　　 t

吐

娠
15
力

目

蛭

娠

7方
目

妊

娠

塋
肖

奸

娠

ヱん
月

旺

娠

6
刀

馬

吐

娠

5刀
周

妊

娠

4
ヵ

月

姪

娠、、
弱
月

篭

娠

2刀
『

対

黒

籌

　 　 　 　 72123

　 　 41

平 琢

796668 17．7

／5．4

／5．o

71 16．2

22．423

．322

．1

噂

亀

Z2．8：ヒ0．31

第 10表 　妊 娠10 ヵ 月

1 ・ ・ IHb（刎 ・… 一… C・…

1　　　　　 82

234rO

　 　 61

平 均

797671747777

19．4 　 　　 　　23．7

18．119

．114

．216

．319

．917

．8

22．925

．120

．022

．e25

．823

．3±0．86　1

均 22．2± 1．43， 妊娠 8 カ 月血液 「カ 」価 最高 工6．0最低

12．8 平均 14．5 血色素 「カ 」係数最高22．0最低16。8平均

19．5± 1．02妊娠 9 カ 月」血液
「
カ 」 価 最 高1T．7最低 15．0平

均 16．2， 血色素 「カ 」係数最高23．3最低22。1平均 22．8±

0．31， 妊娠10ヵ 月 血 液 「カ 」価最高19．9最低 14．2平均

17。8血 色素 「カ 」係数 最高 25．1最低 20．0平均23。3± 0．86．

　す な わ ち，妊娠 に 於ける血液 「カ 」価 血 色素係数は ，

妊娠初期 よ

’
り次第に 減少 し，妊娠 8 ヵ 月で最少価 ， す な，

わ ち谷 を 示 し，妊娠．9 カ 月，妊娠1G カ 月 に 及び再び 上 昇

す る が ，各月共，対照群 に比 して や y 低価を示 した 。尚

血漿 中の 「カ 」価 は ， 最高 0．094最低 OOOO7 とそ の 価 が

赤 1庶球内 「カ 」 に 比 し ， 極 め て 僅少な 故 ， 」血液 「カ 」の

変 勤 を 見 る上 に は 殆 ん ど影響が な い もの と考 え られ る』

　第2 節　人胎盤組織内 「
「
カ」

　婦 人 科領域 に 於 い て ，胎盤が 研 究 の対象として 広 く馬

い られ て い る臓器 の 1 つ であ る だけに ， 酵素に関す る業：

績 も可成 り多 く見 られ ，殆ん どす べ て の 酵素 を含む と ざ

れて い るが ， 母体 と胎児の 物 質交換を研究対象 と して 取

上 げ ら れ て い る場合 が 多 く， 胎盤 自身の 代謝 に 関する角

度 か ら追求 され て い る場合 は 比較的少い ．こ の 場合最 も

問題 とな る事は ，血液 が 豊富な臓器で あ る胎聲か ら ・ 完

全 に除血 す る事 の 困難 な 事で ， しば しば 血 液酵素が胎盤

自 身の 組 織内酵素 と し て 誤認さ れ る危険性の あ る事であ

る ．第11表に 示す如 く， 私の 成績を見て も ， 実験操作 の

際 ， 尚内部 に点在す る 」面蔽 が 組織の 「カ．」測定を著 る し

く妨 害 し，測 定 価 は む し ろ含有血液の 「カ 」価を表わ し

て い る感が 深 い ．特 に 妊娠後期 に 至 るに 従 い 除血 操作 は

益 々 困難 の 度合を増 し ，そ の た め に 「カ ．i価 の 高価 を 示．

した の で あ ろ う．す な わ ち ， 胎盤組織 自身 の 1
一
力 」 は費

’

．しろ殆 ん ど無い か ， あっ て も極 め て 僅 少 で は な か ろ う

か ．しか し 胎盤 を ，血 液 を含有 した ま S の 実体 とレて 把、

握す る 時は問題は 自ら異 つ て い る ．

　 第 3節　人胎盤培養前後 に於 け る含 有血 液 「カ 」 価血L

色素係数 の 変動．

　 胎盤 が 生体内 に於 い て ，含有血 液 「カ 」 価 血 色素係数
’

に，直擾 い か な る影響を与 え る か を観察す る た め ， 胎盤

を培養 し ． そ の 前後 に於 ける含有血液 「カ」価血色素係、
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第 11表 　胎 盤 組 織 内 「カ 」 活 性値
　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
N ・・ 」磁 臘 lC ・肱

1 五 U．t．183

　　　　2T 矼 0．023

3 亘 σ．〔〕36
4 皿

　　　一幽一
〇．016

5 皿 0，032
6 皿 0．054
7 皿 0．083
8 皿 o．014
q凵 卩． 0．U74

10 0．043
／1． X 0，13
12 X　　 　　　　 O．工1

13 x
14 x

0．146

：6

15 x 。7〒5
16 X 0．14
17　　　 　　　 X 0，14

第 ユ2表 　胎 盤 培 養 前後 の 含 有 血液 「カ 」価 血 色

　　　　素 係 数 の 変動

No ． 培 養 前 胎 盤含 有 血

液 の Hb 　L 　Cat．　 a ．
2 時間培 養後 胎 盤 含 有
血1液 の Hb 　I．　Cat．　a ，

1 32．6 32，4
2
　
　
90

31．6 32，0

30．6 30，6
4 31．6 3］，2
5 30．2 31．O

6 36．2 36．1lI7
32．6

　　　｝−
31，8

8 42．4 42，2
9 25．8 26。4
10 31．2 3ユ．5

　 　 11一 29．0

平 　 均 　 132 ．2± 0，13

　 28．332

．1士・．12　 1
数を測定 し た．す な わ ち ， 約 19 の 新鮮胎盤 を細分し ，

0．Ol％酒精加 Ringer 液約ユOccを 加 え ，
　 Warburg 検圧

計裝置で，37。5℃ 2 時間振盪混 和 し，そ の 前後の 胎盤含

有血 液 を前 記 方 法で 測定 し た ．

　 笑 験成績

　実験成績 は 第12表 ， 第 2 図 に 示 す 如 く， 培養前最高

42．4最低 25．8平均32．3± 0．13 ， 培養後最 高 42．2最 低26．4

平均 32。1± 0．12と両 者の 間 に実験誤差以上 の 差異 を 認 め

る事は出来 な か つ た．

第 2 図 胎盤培 養 前 後 の 含 有 血 液 「カ 」

　　　　価血 色 素 係 数 の 変 動

脚 ・・

卿

3ao

2v．v・

ノ直o

o

羹
’”一’一一一一一．．一．一一

壻

養
前

掴
養
後

　第 4節　エ ス ト ロ ゲ ン 負荷 に よ る去勢婦入 血液 「カ 」

　　1カ 」と　Hormoxxe との 直接 又 は間接的 な 関係に つ

い て は ，今 凵 尚 ， 両者 の 生化学的作用機序が 充分解明せ

ら れ て い な い と こ ろ であ る が ，両者の 間 に 互 に或は一
方

的 に ， 影響調節 が 行 わ れ て い る と推定 す る 事は 妥当 で

あ る と思 う．特 に 肝 「カ 」 と　1｛orrnone との 関連 は ，
Adamssv，Begg5：〕 等 ， 更 に本 邦 に於 い て は石戸谷

53）
，

王 子 ・和国 ・吉川
54 ｝

， 山内
55 》等 に よ っ て 広範な報告に接

す る が ， 」血液 1カ 」 に っ い て は 本邦 に 於い て馬 淵
5》，山

内
s6 ）

等の 2 ，3の 報告 を 見 る の み である，こ の 事に 鑑み 私

は 比較的副作用 の 少い Estradiol　benzoate　2．0  を 去勢

婦人 に 投与 し ． そ の 前後及 び一
定の 蒔間的間隔 を お い て

［丘蔽 「カ ．i価血色素鑷数を測定す る事 を 企 て た ．す な わ

ち，両 側卵巣擢除後 2週間以 Lを経過した 婦人に前記方

法で血 液 「カ 」 価血色素係数を測定 し，直 ち に Estrad101

benzoate　2．0  を筋注 し，　3 ，　6 ，　9 ，12，15 ， 24， 及

び48の 各時間後 に 於け る血液 「カ 」価 血 色素係数 を 測定

し た ．

　実験成績

　実験成績は 第13表 第 14表及 び第 3 図に 示 す如 く，一
定

の 変動 を 認 め る 事 は 出来 な か っ た ．

　第 5節　胎児 血 の 「カ 」

　胎盤 は 母児両者の 間 に 在っ て ，物 質交換 に重要な 後割

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第13表 　一r一ス ト ロ lf ソ 負荷 に ょ る 去 勢婦 人 血 液

　　　　 「ヵ 」 価 血 色 紊 係 数 第 1 例

鈴　 木

1注 射

前 評 1劉晶
時

闇
時1詣時

・81 ・8

z4時
間

48時
間

No ．

−一
2｝
3

1175− 29

第15表　胎児．血液 「カ 」価 血 色素 係 数

Hb （％ ）

Cat．　 a ，

Hb 　I．　 Ca，

48

10．2

21．3

48

10．2

21，3

48

10．1

21．O

48

10．2

21．3

10，4 ／0．2

49

10 ．2

2L 　721 ．320．8

48

10．1

2ユ，o

第14表 　エ ス ト ロ ゲ ン 負荷 に ょ る 去 勢婦 人 1血液

　　　　 「カ 」 価 血 色 素 係 数 　第 2 例

1注需臑臑　　　　　　t糲、
12

鬪
／

鴨
24 時

　 間

4b時
』

　 間

　 妊 娠 初 期
ヨ bI．Cat．a ． 。弊 躍 。 1誰讐 纓。

32．6 31．6 42．4

31．6 3D．2 25．8一
55．9 36．2 31．2

4 30．6 32．6 29．0
5 42．0 30．0

6 35．8 28．1
7 34，2 25．2

一

19．4

8

Cat．　 a．

HbICa ．

19．4

22．8

19．419 ．4

23・ユ122・8
19．6

23．1

19．4

22．822 ．8

19．3

22，7

29，8

9 36．2

19．3

23。G

第 3 図 ＝・ ス ト ・ ゲ ソ 負荷 に よ る 去 勢

　　　 婦 人 血 液
　

カ 」価 色 素 係 数

平 均　，　36．5 ：」：2．72　　　32．7±：ユ．28　　　30．2± 2，18

第 4 図 　胎 児 血 液 「カ 」 価 血 色 素 係 数

　 　 HEica．

時 間

を演 じて い るが ，絨毛間腔を流れ る母 体血 行 と，絨 毛 毛

細管内を流れ る胎児 血 行 とは ，夫・k独 立 し た 閉鎖循環系

を な し，殆 ん ど 両 者 の 閔 に交流 は な い と考えられ て い

る．又 ， 胎児赤1血球が 母体と異な り，そ の 産生部位等を

異 に す る事 は 従来 か ら 考えられ て い た事であ り，胎児赤

血球内 「カ 」 も当然母体 の そ れ と含有量 に於い て 異 っ て

い るの では な い か と考 え，次の 実験を 企書 した ．すなわ

ち ，胎児 血 を妊 娠 初 期 よ り末期迄 の 20例に っ き， 妊娠初

期 （L 皿，IV各月），妊娠 中期 （V ，
　 W ，　MI各月 ），妊 娠

後期 （粗 ，］X ，X 各 月） の 3群に分け ， 先の 実験方法に

よ り ， エ面1液 「カ 」価 血 色素係数 を 測定 した ．

　実験成績

　実 験 成 績 は 第15表 ， 第 4 図 に示す如 く， 妊 娠 初期最高

55．9 最低29．8 平均36．5± 2．T2 ， 妊娠 中 期最高36．2最低

30．2平均32．7± 1．28 ， 妊娠後期最高42．4 最低25 ．2 平均

ー
II

ー

『　
　　
　　　
　

@

α

　

　

　

　　
　

皿

6
　

　

　　　
　

「

 

f衂
■

●●
O

・ 臼O・

o

・
平均

●

● 論 　　030 ． 2± 2 ．18 と 夫 々か な り の 個 体

が 認めら れ た が ，概 し て，母体 血 に比 し約 1 。5 倍〜

{ の高価 を 示した．特 に 妊娠 初期が 著 明 に増 加し，

数 の進むに 従い次 第 に 低下 又 ぽ 低

の傾 向がある様に 思 わ れ た． 　 第4 章　各種

テ ロ イ ド及 び 絨 毛 性 性 腺剌 激 ホ ル

ン投 与によるラット肝 力 タラ

ゼ 　第 1 節　 実 験 材料及び方法 　使 用動物として，

後 75〜80 日，体重 IOO9 前後の Wistar 系 成熟

ラッ ト 20 匹
を

用い ， オ リエ ンタル固 型 飼料を与え

一 条 件にて 飼 育し実験に供し た ． 尚飼 育環

ｫの 室 温は， 20 ℃ 内 外と なる 様に 努 めた ． 　以 上 2
翌ﾌ 雌 ラット を 1 群 5 匹 と し て 4 群 に分 け ， 第 1群には
照と して，ゴマ 油 を 毎日 1 回あ て0． 工 cc を 背 音陂下

肪

織に 7日間連 続 注 身 寸 し ， 第2 群には Tes ． 嗣 N 工工 一
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tosterone　propionate を毎 口 1　mg あ て を 同様 7 口間連続

注 射 した ．第 3 群 と して は ， 近年抬頭して きた 蛋自同化

Hormone 中 4　chlortest   sterolle　 acetate （Macrobin ）

を毎 日 1　mg あ て 同様 7 日間連続注射し ， 更 に 第 些群 と

して 妊娠初期 に 対応す る もの と して ， 絨 毛 性 性 腺刺激

Honmone （Primogonyl ）　（以 下 HCG と略）を 1H20

iu あて 7 口間連続注射 した ． 以 上 の 各群 を 最 後の 注 射

よ り24時間後
一

斉 に 断頭屠殺し ， 直ちに 肝臓 を 取 出 し附

着 して い る 血液を 速 か に ガ ーゼ にて 拭 い 去 り ， そ の 100

mg を正確 に 秤量 し，更に 0。01％酒精加蒸留 水 で数回 洗滌

後 ， 先の 胎盤組織と同様操作 に よっ て 「カ 1活 性 価 を測

定 し た．

　第 2 節　実験成績

　実験成績 は 第16表 ， 第 5図 に 示 す 如 く， 第 1 群 最 高

2L6 最低 1317 平均 17．6± 1，34第 2 群最高33．3 最低22・9

第 16 表　各種 ス テ 卩イ ド及 び 絨 毛 性性腺刺激 ホ ル モ

　　　　 ソ 投 与 に よ る ラ ッ ト 肝 カ タ ラ ーゼ

N ・ i隻身

欝 ！蜑
身

欝
1

鷺劃
局

晏。」｛J［
6．tj・⊥　　　 ⊥b．∠

第 5 図 　各種 ス ナ ロ イ ド及 び 絨 毛 性 性 腺 刺

　　　　激 ホ ル モ ソ 投 与 に よ る ラ ッ ト 汗 カ

　　　　 タ ラ
ー一ゼ 　○ ……平均 値

Nb．／e　p．．

30、o

29θ

岬．Cl

第 ユ群
1

（対照 ）
oil　solUV
IltO

．1cc！
　 　 dayI

−一
234

一
5

　 　 　 　 11tiLUb100lOO100ICI

（）

1飢

11512212Z122119

．4

6．288

．227

．516

．02

1b．12

ユ．6

ユ3．7174

＿
　 　 　 17．6±．
6．93
　 　 　 　 　

rL
．34

e

■

9

平　 均

第 2 群

12

一
3

105IDD100 ］．24136一

1］8

e

O

，
●

●

O陽
　
0

TP1mgiday45

平 　 均

第 3 群 9一

4Cl．　T ．a．　 　 　 　 　 3
　　　　

．一一
耳
一

1   1T
　 　 　 　 5

平 　 均

100

ユeo1e1

］3e120

9

岔煙

7．86　　　　22．9

6．99　　1　 26 ．5

7．52 　　 30．2
「
r．995

．50

10b

33．327

．2

　 　 　 　 　 　 　 28．o ±
12 〆i，4　　　7，17
　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．76
　 　 　 　 　 　 　 　 匕s，「i

「
　 125　　　7．3

．
〜

ユ1Q100125 　　 6．48

115　　　6．217

102　　 4．98

28，820

．816

．3

． 
昌」
η
十

粛

円」
刀⊂

ユ001001247

．54 　 22．4

　 22。7
± 2、07

摎　　
41

饗
7

　 饗

雷　　藷　　鼕

．

ー103

第 4 群

1　 HCG20i

．u ．1
　　 day

1

　 2一
喜

4

／05100

⊥而
一

100

118．2

5

平 均 i

95108

ユ20116

1001 〕8

101111 ］・4

6．534

．45　
124

．玉

6．61　　　ユ3、9
一
了 546
．536

，355

．go

18，9
　 　 」

19，220

．6

士鵝 」

平均 28．0± 1。76第 3群最高28．S最 低16・3平 均 22・T± 2・OT

第 楽群最高24．1最低13，9平均 19。3± L64 と，　 Testoster−

one 　propinate 投 ワ群 に 於い て は 対照 群 に 比 し著 る し く

E昇 を 認 め，4chlorotestero1】e 　acetate 投ワ群 は Tes −

tosterol ユe　ProPiorate 君羊と対照群 の 大む ね中 間の 価 を 示

し た が ，HCG 投与 群 は 対照群 に 比 し蓍干 ．L昇の 傾向を

認 め た が 著明な 差位 を認め る事 は 出来 な か っ た。

　　　　　　　 第 5 章　考按 と結論

　以 上 の 実 験成績 亀総括す る と ， 血 液
「
カ 」の 生 体内機

構の 解明せ られ て い な い 今 日．生 琿 的 意 義 に 就 い て は 幾

多 乃 不 明 な点 が あ る が ， 妊娠が 臓器 の 代謝作用に 各種 の

変動を 与 え ，就 中 ， 組繊 の 牛化学的機構 に於 い て ，酵素

及 び酵素系の 消長と密 接 な 関 係 を 持 つ と 考 え る事 は．当

然窺 え る と こ ろであ る ．妊 娠 に 於 い て 最 も著明 な変化

た る 胎盤組織の 増 殖 及 び胎盤 よ り分泌 され る Hermone

あ るい は ，Hormone 様 物 質 が s 母体 に作用 し ， 母体の

代謝関係 に変動 を き た す と考 え る事 は．け だ し当然であ

る．こ の 点 に 関 し諸家 の 報告 を 見 る とy
”

定 の 見解が得

ら れ ず ， す な わ ち，Greenfield57） 等 が 妊娠動物の 肝「カ 」

活性 価 を検 圧 計 に よ り測定 し た結果 ， 意味 あ る変動を認

め ず と 報 じ ， 乂 ， 百渓 ・加藤
・松 原

5呂｝
も同様 の 見解を

示 し て い るが ， 浅野
6） は ，絨毛水解物質 を ラ ッ トに食 せ

し め，肝 「カ 」 の 著明な 上 昇 を認めて お る が ， 実際妊娠

ラ ッ ト肝 「カ 」 に 於 い て は 後半 よ り末期 に か けて ， 低下

N 工工
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■

を 来 た し，　 こ の 事を 胎仔数との 関係 に 於 い て ， 胎仔 よ

りの 肝 「カ 」 低下因子 の 存在 を推定 レて い る． 又 馬淵
5〕

は ，　妊娠 ラ ッ ト肝 「カ 」 に 於い て 1〜 2週 は 若干増加

し ， 3 週に 於い て著明な 低下 を認 め て い る ．更 に 私の H

CG 投 与に よ る ラ ッ ト肝 「カ 」 の 成績 に於 い て は ，
IIC

G 単独投与が 必ず しも 妊娠初期 と 全 く同
一

状態 を具示 し

て い る とは 云 い 難い か も しれ な避 が ，対照群 に 比 して は

若 干 上 昇の 傾向が 見 られ た が ， 両者の 間 に 殆 ん ど有意 の

差位 を認める事が出来な か っ た．一
方妊婦の 1白蔽 「カ 」

に つ い て は ， 花岡
2s ｝は 妊娠 8 カ 月 を 谷 とす る低下の 傾向

を認 め て お り，こ の 関係 を網 内系の 機能 と の 関連 に於 い

て 説明 して い るが ，徳樽
5｝は 妊 娠 に於 け る赤 血球内「カ」

に は変動が な く， 妊娠 に 肝障害 が 併発 した 時 ， 若干低

下を 来 た す と推論して い る ．又 HellerS9， も産婦人 科領

域 での 血液 「カ 」の 変動 を追求 して ， 子癇， 重症前子

癇 ， 子宮外妊 娠 ， 及び 発熱流産等で低 下 す る事を 報告し
「
て お り ， 足立

6°〕は 妊婦 の rfii清 「カ 」 を 追求 し，　Ifi．1．清「カ 」

の 変動に 関 して は， 有意の 差位 を認め て い な い ． 又蘇
27 ］等 は 妊娠末期 に於い て．血液 「カ 」 の 低下を見て い る．

以 上 の 如 く内夕トの 報告 は 様 々 で
一

定 の 見解 が 得 られて い

な い ．さ て 私の 実験成績 に於 い て ， 血液 「カ 」 価血色素

係数が ， 妊娠初期 よ り次第 に 低下 の 傾向を示し ， 妊娠 8

ヵ 月を 谷 と し て 再び 上昇 の 傾向を見 ，し か も，健康非妊

婦に 比 し低 価 の 傾向が 見 ら れ た ．こ の 事は，先 に述ぺ た

如 く，胎盤 よ り分泌 され る　Horrlone が 母体内の 各種

臓器及び 「カ 」産生 部位 に 影響 を 与え，　引い て は赤 血

球産生 時 に 「カ 」含有景 を調節 す る と推定 し得 る の で は

な か ろ うか ． 「カ」 と Hormone との 鬨連性 に 於 い て

は，近年内外 の 広範 な報告に 接す るが ，主と して，Hor−

mon と動物肝 「カ 」 との 関係で ， ．1而腋
一
力 」 に 関 して

は ， 山 内
56 ），馬淵

5）
等 の 報告に 接す るの み であ る．こ れ

らの 事を要約す る と，Cortisone，　 Hyelrocortisone投与

及び 両側 副腎剔除後， 肝 「カ 」の 著明 な 低下 を 示 し．

Testosterone 投与に よ り ， 概 して 肝 「カ ．［の 上 昇を認

め ， Estrogen投与 に 関 して は， 「カ 」を 低下 せ しめ

る ．又 Methylandrostenedio1 負荷に 於 い て は 肝 「力 二

の 上昇を認め た報告 と，著明な影響が な い とす る報告 が

見 ら れ，ACTH 負荷 に於い て は 肝 「カ 」 は何 ら変化 を

受 け な い と云 わ れ て い る ． 更に 私 の 成績 に於 い て は ，

Testosterone　 propionate 投 Sl群 が 対照群 に 比 し 著明

な 上 昇 を 認ゆ ，
4chlorotestosterone 　 acetate 投与群

は ， 両者 の 中間 に 位す る上昇が 見られ た ．又 ， 肝 「カ 」

活 性 度 の 動揺が 身体 の 発育障害 と か肝肥大 とか に よ っ て

起 る も の でな く，非特異的 な 副腎刺激 に よっ て 現わ れ る

事を暗示 す る と逋ぺ て い る が ， 「カ 」自体 が 分子 量 250．

000 の 蛋自体であ り， 肝臓に 於い て産生 ざ れ る 事を 鑑

み る 時 ，Testosterone 或 は 4chlorotestosterone の 蛋

白同 化能が そ の 産生 を助長 せ しめ た と 考 え る事 も可能で

は な か ろ うか ．　「カ 」が 種 々 の Hor 皿 one に よ り上昇

又 は低 下 ざせ る 事よ り ， 胎盤内 よ り分泌 さ れ る 各種の

Hormone が 血 液 「カ．i の 上 に も影響 を 字え る の で は な

い か と考 え られ る が ， 各種 Horrnone 相互 の 協調 の 下

に ， 「カ 」 産生 部位 の 合成機溝に 関与 し ， そ の 結果が

血 液 「カ 」に 影響 し，8 ヵ 月 を 谷 と す る低 ドを 招来 せ し

めた と判断 し うるの で は な い か と思 う．た 戴 私の 成績 か

ら は ，Estrogen の 1回単独投与 が 血液 「カ 」価 に何 ら

変動 を与 え な か っ た事 よ り，H ・r皿 ・ne が 直接 血液 「カ 」

の 変動 に 影響 を 与 え る と 考 え る事は 困難であり ， 長

期 ， 持続的に作用 せ しめ た 時 に こ そ ， 血液 「カ 」 の 変動

を惹起 さ れ る と思わ れ る．又 ，あ る 意味で 8 ヵ 月 が 胎盤

機能の 最高期で あ る事を鑑み る時 ， 母体血 液 「カ 」が 8

カ 月 に谷を示 した事と ， そ の 意義 は 不明であ る と して

も，何 らか の 関 連 性 を窺如す る と こ ろで は な か ろ うか ．

次 に胎盤組織内 「カ 」 の 問題 で あ る が ， 先に 述 べ た 如

く， 私の 実験成績 に 於 い て は ， 組織内 に は殆ん ど な い

か，あ っ て も極め て 僅少で あ ろ う と思わ れ た ．浅野 の 報

告に 於 い て ， 妊娠動物の 胎盤組織 「カ 」が 肝 「カ 」 に比

し， 著るしく低価 を示すが ， 胎仔肝 「カ」 に 比 し ， 高価

を 示 す と報告 し，胎盤 が 胎仔物質代謝 に 強度 に 対応 して

い る と推論 し，馬 淵も，妊娠 ラ ッ トの 胎盤 が 肝 「カ 」 に

比 し低価を示 して い ると報告して い るが ， 前述の 如く，，

憤液 含有 の 豊富 な 臓器 か ら如何に して除．血 した か は ， 明

確な 記載 が な い ．生 体内 の 「カ 」分布 に 於 い て ，代謝 の

中心であ る肝臓 に最 も高濃度に存在 し．一方胎児 の 代謝

の 中心 であ る胎盤 に 極め て 僅少であ る と云 う事は ， 何を

意味す る の で あ ろ うか ．す な わ ち，肝 臓 も胎 盤 も代謝 の

中 心 で あ る事 に は論を ま た な い が ， 機能 に於 い て 前岩 は、

永久的臓器であ り， 後者は
一

過性 の もの であ り， 前者ぽ

主 と して 母体 を目的とす る もの であ り ， 後者は 胎児発育

を 目的とす る も の で あ り ， 又 ， こ れら臓器機能 を 調節 レ

て い る 因子 は 明 らか で な い が ，後者に は胎児 とい う考え

方 もあ り，牛化学的機構 に於い て ， 又 酵素学 的 に は ， 必

ず し も同
一．視 す べ きで な い と 思 う．又 胎盤 の 培 養実 験 に

於 い て は ，短時間 の 事もあ り， こ れの み に て 速断す る事

は困難であ ろうが ， そ の 前後に於 い て ， 含有血液 「カ 」

血 色 素係数 に 差位 を 認 め な か っ た事も，胎盤 が 生 化 学 的
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に 直接 血 液 「カ 」 の 変動 を 左 右 さ せ る 物で な い 事 を 示 峻

す る の であ ろ う．最後 に 胎児血
一
力 」 血色素係数 の 成績

を 見 る と ， 母体血 の そ れ に 比 し，全体と して 著明 な 高価

を 認 め，特 に 妊 娠初 期 に 著 る しい 上 昇 が 見 られ た 事 は，

馳盤 の 酸索利用量 が そ の 初期 に於 い て 高 まっ て い る事 と

相俟 つ て 考え る時 ， すな わち ， 胎盤 の 細胞分裂 の 些化学

的過程 に於 い て ，生 理 的 に llkL液 「カ 」 の 需要 の 増力1が 存

在す る事を 示唆 して い るの であ ろ う．こ れ らの 事 よ り ，

血液が組織 の 末端迄循環 して い る事を併せ 考 え て ，1カ 」

が 細胞増殖 の 代謝過程 に 関与す る こ とが大きい と考え得

る の で は な い か と思う．

　以 上 私 は ， 私 の 実験結果 を 総括 して 次 の 如 く結論す

る ．

　1） 妊娠各 月 に於け る 血 液 「カ 」価 ！fi1色素係数 は．正

常婦人の そ れに比 し ， 妊娠 8 ヵ 月を谷 とする低価 を 示 し

た ．

　2） 人胎盤 組織内 「カ 」 は ， 極 め て 僅少であ ろ うと思

わ れ た ．

　3）　人 胎盤培養前後 に 於 ける 含有血液 「カ 」血 色素係

数に は ， 変動 が 見られ な か っ た ．

　4）　エ ス ト ロ ゲ ン 負荷 に よ り去勢婦人血 液 「カ 」価血

色素係数 に は ， 変動 が 見 ら れ な か っ た 。

　 i）　胎児血 「カ 」 価血 色素 係数 は ， 母 体 血 に 比 し約

1．5倍 〜2 倍 の 高価 を 示 し ， 特 に 妊娠初期 に於 い て 上 昇

」；
“i．見 ぞフ 申した臼

　6） Wistar 系成熟雌 ラ ッ 1・に Testosterone 　propio−

nate ，4chlorotestosterone 　 acetate 及 び HCG を投与

し肝 ［カ 」を測定 した 結果 ， Testosterone　propinate　pt
は 対照 群 に 比 し著明 な 上昇を認 め，4chlorotestosterolle

acetate 投 ケ群 は ，両 者 の 中間 の 価 を 示 した が ，　 H 　C　G

投与群 は若干 ヒ昇の 傾向が 見 られ た が有意の 差位 は 見ら

れ な か っ た ．
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